
施工説明書

商品・施工方法についてのお問い合わせは、お客さま相談センターまで　    ナビダイヤル　TEL 0570-017-173
   受付時間　平日 9:00～ 18:00　土・日・祝日 9:00～ 17:00（ゴールデンウィーク・夏期・年末年始の休みは除く）

一般洋風便器

PSW-1157(18021) このたびは当社商品をお買い求めいただき、誠にありがとうござ
いました。

●	この施工説明書をよく読み、正しく本商品を施工
してください。

●	施工後は必ず試運転を行ってください。
●	お客さまに必ず本書をお渡しください。	
お渡しするときは、使用方法をご説明ください。

注意

安全のために守ってください！
便器を安全に取り付け、使用時の事故を回避するための注意事項をあげさせていただきます。
施工前に、この項目をよくお読みいただき、事故のないように正しく取り付けてください。

警告 取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険な状態が生じることが想定されます。・・・

注意 取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うかまたは物的損害のみが発生する危険な状態が生じる
ことが想定されます。

・・・

用語の説明

施 工 前 の 注 意
●	C-P17Pは、木造壁とコンクリート壁への取付けが可
能な洋風便器です。

	 設置条件をご確認の上、確実に便器を取り付けてご使
用ください。

各 部 の な ま え

便器

品番シール

部品の確認 （梱包内容を確認してください。）

施工説明書

便器 化粧キャップ

警告
便器を取り付ける壁は、十分に強度が
ないと、使用中に便器が脱落する恐れ
があります。
●●木造壁の場合、補強材がきちんと設置
されていることを確認してください。
●●コンクリート壁の場合CF-23C（別
手配）の壁パネル仕上げ面からの出、
間隔が正しいことを確認してくださ
い。
●●CF-25C（別手配）もしくは	
CF-23C（別手配）にぐらつきがな
いことを確認してください。
●●壁パネルが指示通りに正しく開口さ
れていることを確認してください。

※	無理に取り付けると便器が転倒し、
ケガをする恐れがあります。

完　成　図
コンクリート壁の場合木造壁の場合

取付強度を保つため、下地に30mm以上の JAS
規格合板相当をご使用ください。補強木は構造体と
固定を行ってください。

取付強度を保つため、壁厚が80～140mmある
ことを確認してください。

施 　 工 　 方 　 法
1.	給排水の位置決め、取出し
完成図に従って給水管・排水管を取り出
してください。

注意1参照
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【開口位置と木造壁の下地補強条件】

注 意 1
●● 器具取付け前に給水管・排水管
内に異物が混入しないようにし
てください。
●●給水管にはプラグ、排水管には
ビニール袋などでカバーしてく
ださい。
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※フランジは同梱しておりません。
配水管の種類に応じて別途手配してください。

単位：mm 単位：mm

お客さまにお渡しするまでに凍結が予想される場合は
水を抜いておいてください。
※	凍結破損で漏水し、室内浸水の原因になります。

止水栓の調節と施工後の漏水点検を必ず行ってくださ
い。
※	漏水し、室内浸水の原因になります。

陶器は割れものです。
●●施工前に輸送中の破損がないことを確かめてください。
●●施工後に施工段階での破損がないことを確かめてください。
※	破損部でケガをしたり、漏水により室内浸水の原因にな
ります。

注意

他社のフランジや横引排水継ぎ手に取り付けないでく
ださい。
※	漏水の原因になります。



PSW-1157(18021)

施 　 工 　 方 　 法

3.	便器の取付け

2.	壁フランジ（別手配）の取付け

《木造壁の場合》
便器の排水口にブチルガスケットを挿入した状態で、下図のよう
に木ねじ (CF-25C、別手配 )で便器と壁仕上げ面を、便器固定
ボルトで便器とフランジを固定します。

《コンクリート壁の場合》
(1)	 取付ボルト（CF-23C、別手

配）をコンクリートにあけた
穴に通し、ボルトの先端が壁
仕上げ面から40±2mm出
るように調節してください。

(2)	 便器が正規の位置に取
り付くことを確認した
後、便器の排水口周辺
にブチルガスケットを
巻きつけて、右図のよ
うに取付ボルト (CF-
23C) で便器と壁仕上
げ面を、便器固定ボル
トで便器とフランジを
固定します。

《樹脂製フランジ（塩ビ管専用）の場合》
〈フランジはVU75、VP75の場合　CF-17AWPを使用〉
（1）	塩ビ排水管を壁仕上げ面と同一面上になる位置で

切断します。
（2）	中心線を位置合わせして、φ3、深さ45mmの

下穴をあけます。
（3）	フランジを塩ビ排水管に仮挿入し、ガタの有無を

確認してください。
（4）	フランジ裏側の凹み部（外側）に便器固定ボルトを

裏側から通した状態で、フランジと排水管の両方に
塩ビ用接着剤を塗布し、フランジを塩ビ排水管側に
確実に接着します。

（5）	壁フランジを木ねじ（4ヶ所）で固定します。

《金属製フランジ（鉛管専用）の場合》
〈フランジは75LPの場合　CF-23AWを使用〉

（1）	排水管を、壁仕上げ面より外側に15～20mm分残して切断しま
す。

(2)	 中心線を位置合わせして固定穴位置にφ3、
深さ45mmの下穴をあけます。

(3)	 壁フランジを木ねじ（2ヶ所）で固定します。
(4)	 排水管をフランジの内面の形に沿って、亀裂、

破損を起こさないようにツバ拡げします。

木ねじ用下穴

15mm～20ｍｍ

壁仕上げ面の中心線

木ねじ

便器固定ボルト

木ねじ

壁フランジ

鉛排水管

便器固定
ボルト

注意3参照

注意7参照

注意3参照

注意4参照

注意2参照

注意5参照

注意6参照

注意8参照

注 意 3
●● コンクリート壁の場合は、AY
ボルト（AY-2)を別途手配して、
φ7.5、深さ50mmの下穴を
あらかじめあけてください。
●● 穴は床面と平行にしてください。

注 意 7
●● 十分ツバ拡げできない場合は、
シールが不完全となり漏水の恐
れがあります。その場合、フラ
ンジと鉛管のツバ部をハンダ付
けしてください。

注 意 2
●● 図のように、継手 (エルボ )の曲
がり部を壁仕上げ面から10mm
以上控えるようにしてください。

※	10mm以下になると木ねじが曲
がり部に干渉し、施工不良とな
る恐れがあります。

注 意 4
●● VU管の場合、あらかじめ塩ビ
用接着剤でフランジにVU75
用アダプターを根元まで確実に
接着してください。
●● フランジと塩ビ排水管との間に
ガタがある場合には、(4) の作
業前にフランジ根元にφ10の
太さで全周にシリコンシーラー
を塗布してください。

注 意 5
●● 便器固定ボルトをフランジの裏
側から通した後で接着してくだ
さい。接着後には取付けができ
ません。

注 意 8
●● 事前にφ6の下穴をあけてから
木ねじ（CF-25C）を固定して
ください。

注 意 9
●● 便器を固定する際には、便器
固定ボルトと取付ボルト（CF-
23C）もしくは木ねじ（CF-25C）
を交互に締め付け、ガスケット
が均等に密着するように固定し
てください。

4.	スパッドの取付け
(1)	 別途手配の径違スパッド (CF-103BB) のスパッド本体を

便器のスパッド取付穴に入れ、スカートパッキンをスパッ
ド本体にかぶせます。

(2)	 スカートパッキンを挟み込みながらスパッド本体を持ち
上げ、平パッキン、スリップワッシャー、座付ナットの
順に入れ、締め付けます。

6.	施工後の確認
(1)	 フラッシュバルブを操作して便器鉢内を洗浄し、各接続部に漏水がなく、鉢内洗浄が良好で

あることを確認します。
※	排水接続部の漏水点検は、数回繰り返して水を流さないと確認が困難な場合があります。

(2)	 鉢内洗浄の良否は、長さ760ｍｍのトイレットペーパーを丸めたものを7個入れ、1回の
操作で排出できることを確認します。

(3)	 施工説明書に同梱の注意喚起シールを紙巻器上の壁面に張ります。

5.	フラッシュバルブの取付け・洗浄水量の調整
(1)	 給水圧力（流動圧）を測定し、0.07～ 0.75MPaの範囲内であることを確認してください。
(2)	 フラッシュバルブに同梱されている施工説明書にしたがって、フラッシュバルブを取り付けます。
(3)	 フラッシュバルブの化粧キャップを外し、表示シールを見ながら水量調節スピンドルをマイナス

ドライバ－で回し、合印を８L→６Ｌに設定します。
（出荷時は合印が８Lに設定されています。）

※	使用場所の水圧が0.07～ 0.1MPaのときは水量を8Lに設定してください。
フラッシュバルブ

水量調節スピンドル

表示シール

合印

出荷時（8Lに設定）

取付ボルト
（CF-23C）

壁厚
80～
140mm

40± 2mm

※金属製フランジの場合、化粧キャップは使用しません。
フランジに同梱されている袋ナットをご使用ください。

スパナで	
締め付ける
(対辺17mm)

注意9参照 注意9参照

座付ナット

スパッド本体

便器

座付ナット

平パッキン

平パッキン

スカート
パッキン

スパッド本体

スリップ	
ワッシャー

スリップワッシャー
スカートパッキン

スパッド本体

スカートパッキン

スパット取付穴

W.L 目安 ：	
20 ｍｍ

注意喚起シール

端そろえ

便器

袋ナット

下穴に
挿入

木ねじ (CF-25C)

化粧キャップ

化粧
キャップ

便器固定
ボルト

ワッシャー

ワッシャー

六角ナット

便器

六角ナット

化粧キャップ

ワッシャー

異形パッキン

取付ボルト
(CF-23C)

ワッシャー

袋ナット

注 意 6
●● 木ねじはフランジの外側の固定
穴に取り付けてください。十分
な固定強度が得られず、フラン
ジが破損する恐れがあります。

木ねじ

外側の固定穴

フランジ

便器固定ボルト

壁フランジ

木ねじ用下穴

塩ビ排水管
（壁仕上げ面）

10mm以上
便器固定ボルト

木ねじ

VU75用アダプター
※	 排水管がVU75
の場合取り付け
てください。

〈フランジの裏面図〉

便器固定ボルト

シリコンシーラー

ボルトの
挿入位置
（外側）

便器固定ボルト


